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平成１７年度 病院経営調査 報告 

 

 

１ 調査目的 

 

  病院の経営収支の状況を把握することを目的とした。 

 

２ 調査客体 

 

全日本病院協会役員、代議員及び各県より無作為抽出した会員病院を客体とし、

客体数を５００病院とした。 

 

３ 調査内容 

 

病院の一般状況及び収支状況について調査した。 

 

４ 調査期間 

 

  平成１７年５月１日から５月３１日までの期間の状況について、７月２９日 

までに報告を求めた。 

 

５ 調査方法 

 

  調査票を客体病院に送付し、自計記入後記名で返送された。 

 

６ 調査票の回収 

 

  回答病院数は２６５であり、回答率は５３．０％であった。 
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                                調 査 結 果 

 

１．客体病院について 

 

    ２６５病院の内訳は次のとおりである。 

 

表１ 病院数、経営主体別        表２ 病院数、地域別 

 病院数   病院数 
 

  総数 

  個人 

  医療法人 

  その他 

  ２６５ 

     １２ 

   ２２５ 

     ２８ 

 

 

 

 

 

  総数 

  東京 

  指定都市 

  その他 

   ２６５ 

     ３０ 

     ４２ 

   １９３ 

 

 

 

 

 

 

表３ 病院数、病床数別                   

病床数 病院数  

  総数 

    ～４９ 

   ５０～９９ 

  １００～１９９ 

  ２００～４９９ 

  ５００～ 

   ２６５ 

     １５ 

     ７３ 

   １０３ 

     ６６ 

       ８ 

 

 

 

 

 

 

 

  

表４ 病院数、院外処方箋の有無別    表５ 病院数、給食委託の有無別       

 病院数   病院数  

   総数 

   出している 

   出していない 

   ２６５ 

   １８０ 

    ８５ 

 

 

 

 

  総数 

  全て委託 

  一部委託 

  委託していない 

   ２６５ 

   １４１ 

     ２２ 

  １０２ 

 

 

 

 

 

回答数は昨年の２５１病院（５０.２％）より多く２６５病院（５３．０％）である。 

処方箋を出している病院は前年６８．５％（１７２／２５１）にくらべ６７．９％と 

ほとんど変わらない。 

 給食を委託（一部委託を含む）している病院は前年５８．６％（１４７／２５１）から

６１．５％と若干増加している。 
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   表６ 病院数、病床数、病院種別                                     

 
 病院数 病床数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  総数 

  一般病床のみ 

 療養病床のみ 

    うち医療保険のみ 

      介護保険のみ 

      医療保険と介護保険併設 

  精神病床のみ 

    うち医療保険のみ 

      介護保険のみ 

      医療保険と介護保険併設 

  一般・療養病床併設 

    うち医療保険のみ 

      介護保険のみ 

      医療保険と介護保険併設 

  一般・精神病床併設 

    うち医療保険のみ 

      介護保険のみ 

      医療保険と介護保険併設 

  その他 

   ２６５ 

      ８７ 

       ３２ 

       １０ 

        ― 

       ２２ 

       １１ 

       １０ 

        ― 

         １  

     １２０  

      ６３ 

        ９  

      ４８ 

         ４  

         ４  

        ―  

        ―  

      １１  

  ４７，８７２ 

   １４，４７７ 

     ４，１７６ 

     １，１９２ 

             ― 

   ２，９８４ 

     ２，８２３ 

     ２，６２６ 

             ― 

         １９７ 

   １８，５６６ 

     ９，９１４ 

    １，１３４ 

     ７，５１８ 

     ３，１８４ 

     ３，１８４ 

             ― 

             ― 

     ４，６４６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    注：結核病床を持つ病院は５で、結核病床数は１６８であった。また感染症 

        病床を持つ病院はなかった。なお、表６には結核病床は一般病床に含め 

    てある。 

 

 

  療養病床のみの病院は医療保険と介護保険併設の病院が多く、一般・療養病床併設の病

院は医療保険のみのほうが多かった。また介護保険のみは極めて少数であった。 
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 表７ 病床数，病床種別 

 

 

 

 

 
総 数 医療保険 介護保険 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  総数 

  一般病床 

  療養病床 

  精神病床 

  結核・感染症病床 

   ４７，８７２ 

   ２７，７０９ 

  １３，４１７ 

     ６，５７８ 

         １６８ 

    ４３，４９６ 

    ２７，７０９ 

      ９，１１９ 

      ６，５００ 

          １６８ 

     ４，３７６ 

             － 

     ４，２９８ 

          ７８ 

             － 

 

 

 全病床のうち医療保険は９０．９％、介護保険は９．１％であり、昨年の９１．０％、 

９．０％と比べてあまり変化は無い。 

病床種別病床数では療養病床の３２．０％、精神病床の１．２％が介護保険指定を受け

ており、昨年とほとんど変わらない。 
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２．病院の収支 

                                                                        

    表８ 収支率、地域別 

医業収支率（％） 総収支率（％） 
 

平成１６年 平成１７年 平成１６年 平成１７年 

総数 

東京 

指定都市 

その他 

 １０２．８ 

  ９８．７ 

 １０２．８ 

 １０３．３ 

 １０４．４ 

 １０１．０ 

 １０４．６ 

 １０４．９ 

 １０２．５ 

  ９９．４ 

 １０２．９ 

 １０２．９ 

 １０４．１ 

 １０１．２ 

 １０４．６ 

 １０４．５ 

  

 表８では医業収支、総収支とも平成１６年にくらべると、平成１７年では収支率は、 

若干改善している。 

 

 

    表９  病院数の％、医業収支率別  

総数 東京 指定都市 その他 

医業収支率 
平成 

１６年 

平成 

１７年 

平成 

１６年 

平成 

１７年 

平成 

１６年 

平成 

１７年 

平成 

１６年 

平成 

１７年 

総数 

１００％未満 

１００％以上 

１００ 

 ２４ 

 ７６ 

１００ 

 ２３ 

 ７７ 

１００ 

 ４０ 

 ６０ 

１００ 

 ４７ 

 ５３ 

１００ 

 ２２ 

 ７８ 

１００ 

 １０ 

 ９０ 

１００ 

 ２２ 

 ７８ 

１００ 

 ２３ 

 ７７ 

 

 医業収支では赤字病院は２３％で、昨年（２４％）とほぼ変わらない。 

 地域別では東京では４７％の病院が赤字であり、昨年（４０％）より増加している。 
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  表１０ 病院の％、総収支率別  

総数 東京 指定都市 その他 

総収支率 
平成 

１６年 

平成 

１７年 

平成 

１６年 

平成 

１７年 

平成 

１６年 

平成 

１７年 

平成 

１６年 

平成 

１７年 

総数 

１００％未満 

１００％以上 

１００ 

 ２２ 

 ７８ 

１００ 

 ２４ 

 ７６ 

１００ 

 ４０ 

 ６０ 

１００ 

 ４３ 

 ５７ 

１００ 

 １７ 

 ８３ 

１００ 

 １２ 

 ８８ 

１００ 

 ２０ 

 ８０ 

１００ 

 ２４ 

 ７６ 

 

 

    表１０は医業収支以外の収支を加えた総収支についてみたもので、２４％の病院が 

赤字であり昨年とほぼ変わらない。地域別では医業収支と同様の傾向である。 

 

 

表１１ 病院数、医業収支率別、総収支率別 

医業収支 総収支 
 

 
 

    収支率（％） 

 病院数 百分率 病院数 百分率 
 

 

   総数 

      ～８４ 

    ８５～８９ 

    ９０～９４ 

    ９５～９９ 

   １００～１０４ 

   １０５～１０９ 

   １１０～１１４ 

   １１５～ 

   ２６５ 

      ６ 

      ６ 

     １６ 

    ３４ 

     ６２ 

    ５８ 

    ４３ 

    ４０ 

   １００ 

       ２ 

       ２ 

      ６  

    １３  

     ２３ 

     ２２ 

     １６ 

     １５ 

   ２６５ 

      ６ 

      ９ 

     １５ 

     ３４ 

     ６７ 

     ６０ 

     ３８ 

     ３６ 

   １００ 

       ２ 

       ３ 

    ６ 

     １３ 

     ２５ 

     ２３ 

     １４ 

     １４ 
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  表１２ （推計）キャッシュフロー率、病院数別 

キャッシュフロー 

（％） 
病院数 百分率 

   総数 

      ～－１６ 

   －１５～－１１ 

   －１０～ －６ 

    －５～ －１ 

     ０～  ４ 

     ５～  ９ 

    １０～ １４ 

    １５～ 

 ２６１   

１８   

   １０   

   １４   

   ３０   

   ７４   

   ５７   

   ２３   

   ３５   

１００.０  

６.９  

３.８  

５.４  

   １１.５  

   ２８.４  

   ２１.８  

    ８.８  

１３.４  

 

 

  表１３ （推計）キャッシュフロー率、病院数の％、地域別 

キャッシュフロー 

（％） 
総数 東京 指定都市 その他 

  総数 

    ０％未満 

    ０％以上 

  １００.０ 

   ２７.６ 

    ７２.４ 

  １００.０ 

    ３１.０ 

    ６９.０ 

  １００.０ 

    ２６.２ 

    ７３.８ 

  １００.０ 

    ２７.４ 

    ７２.６ 

 

 

 

 

 

今回、（推計）キャッシュフロー率を下記の方法で計算した。 

 

（推計）キャッシュフロー額＝総収支差額－（総収支差額×０.４）（注１） 

     ＋減価償却額（注２）＋借入金収入額（注３）－借入金返済額（注４） 

（注１）所得税推計額であり、総収支差額が赤字の場合は０とした。 

（注２～４）平成１６年度実績の１/１２とした。 

 

 （推計）キャッシュフロー率＝キャッシュフロー額/総収入額 

 

 （推計）キャッシュフロー率は－１％以下が総数で約２８％であった。これは、総収支 

 率赤字病院２４％よりさらに悪く、経営状態の悪化を示している。 
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  表１４ 収支率、病院種別                                            

 

 

 

 
医業収支率 総収支率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  総数 

  一般病床のみ 

  療養病床のみ 

    うち医療保険のみ 

      介護保険のみ 

      医療保険と介護保険併設 

  精神病床のみ 

    うち医療保険のみ 

      介護保険のみ 

      医療保険と介護保険併設  

  一般・療養病床併設 

    うち医療保険のみ 

      介護保険のみ 

      医療保険と介護保険併設 

  一般・精神病床併設 

    うち医療保険のみ 

      介護保険のみ 

      医療保険と介護保険併設 

  その他 

   １０４．４ 

   １０２．７ 

   １０９．０ 

   １１２．７ 

           － 

   １０６．９ 

   １０４．１ 

   １０３．９ 

           － 

   １０７．６  

   １０６．３ 

   １０５．７ 

   １０９．０ 

   １０６．９ 

   １００．７ 

   １００．７ 

        － 

           － 

   １０６．１ 

   １０４．１ 

   １０２．７ 

   １０８．６ 

   １１１．５ 

           － 

   １０７．０ 

   １０３．４ 

   １０３．０ 

           － 

   １０９．９ 

   １０５．６ 

   １０５．３ 

   １０８．５ 

   １０５．７ 

   １００．６ 

   １００．６ 

           － 

           － 

   １０６．３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

  療養病床は一般病床より経営状況は良いようである。また、精神病床も一般病床より 

若干良いようである。 
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第１５ 収支率、病床規模別                                            

 

 

 

 
医業収支率 総収支率 

 

 

 

 

 

 

 

 

  総数 

     ～ ４９床 

   ５０～ ９９床 

  １００～１９９床 

  ２００～４９９床 

  ５００床～ 

（再掲） 

 ～１９９床 

 ２００床～ 

  １０４．４ 

  １０７．１ 

  １０５．０ 

  １０５．５ 

  １０４．１ 

  １０１．３ 

 

  １０５．４ 

  １０３．５ 

  １０４．１ 

  １０６．９ 

  １０５．１ 

  １０５．１ 

  １０３．６ 

  １０１．６ 

 

  １０５．２ 

  １０３．１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表１６  １病院当たり金額の％、病院種別、収支科目別 

 総   数 一般のみ 療養のみ 精神のみ  

医業収入合計 

  入院 

  外来 

  室料差額 

  その他 

 

医業支出合計 

 給与費 

 医薬品費 

  給食材料費 

  診療材料費 

  経費 

  委託費 

  減価償却費 

  その他 

  １００．０ 

    ６８．４ 

    ２６．４ 

      １．９ 

      ３．３ 

 

  １００．０ 

  ５４．１ 

    １２．４ 

      ０．９ 

      ７．７ 

    １３．８ 

      ６．０ 

      ４．４ 

      ０．７ 

  １００．０ 

    ６３．７ 

    ３１．５ 

      １．９ 

      ２．９ 

 

 １００．０ 

  ５０．８ 

    １４．７ 

      ０．５ 

    １０．０ 

    １３．２ 

      ５．９ 

      ４．２ 

      ０．８ 

１００．０ 

   ８２．２ 

   １０．８ 

     ３．８ 

     ３．２ 

 

１００．０ 

  ６０．１ 

  ３．８ 

     １．２ 

     ２．０ 

   １９．５ 

     ７．７ 

     ５．１ 

     ０．８ 

１００．０ 

   ８７．７ 

   １１．２ 

       － 

     １．１ 

 

１００．０ 

  ６５．１ 

     ８．５ 

     ３．７ 

     ０．７ 

   １２．６ 

     ４．４ 

     ４．４ 

     ０．５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  一般病院に比べ療養、精神病院は入院収入の比重が重く、また支出では給与費の 

比重が重い。また、医薬品費は一般病床で高い。 
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  表１７  １病院当たり金額の％、地域別、収支科目別 

 総 数 東 京 指定都市 その他  

医業収入合計 

  入院 

  外来 

  室料差額 

  その他 

 

医業支出合計 

 給与費 

 医薬品費 

  給食材料費 

  診療材料費 

  経費 

  委託費 

  減価償却費 

  その他 

  １００．０ 

    ６８．４ 

    ２６．４ 

      １．９ 

      ３．３ 

 

  １００．０ 

  ５４．１ 

    １２．４ 

      ０．９ 

      ７．７ 

    １３．８ 

      ６．０ 

      ４．４ 

      ０．７ 

  １００．０ 

    ６４．３ 

    ２６．５ 

      ５．５ 

      ３．７ 

 

 １００．０ 

  ５６．８ 

    １１．６ 

      ０．９ 

      ６．３ 

    １３．２ 

      ７．２ 

      ３．５ 

      ０．４ 

１００．０ 

   ６６．１ 

   ２９．５ 

     １．７ 

     ２．６ 

 

１００．０ 

  ５０．６ 

 １４．０ 

     ０．３ 

      ８．６ 

   １４．３ 

     ７．５ 

     ４．１ 

     ０．６ 

１００．０ 

   ６９．７ 

   ２５．６ 

     １．３ 

     ３．４ 

 

１００．０ 

  ５４．５ 

    １２．１ 

     １．０ 

     ７．８ 

   １３．８ 

     ５．４ 

     ４．６ 

     ０．７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別、収支科目別では、東京の室料差額が際立って高い。 
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表１８  １病院当たり金額の％、病床規模別、収支科目別 

 総 数 ～４９ ５０～９９ 100～199  

医業収入合計 

  入院 

  外来 

  室料差額 

  その他 

 

医業支出合計 

 給与費 

 医薬品費 

  給食材料費 

  診療材料費 

  経費 

  委託費 

  減価償却費 

  その他 

   １００．０ 

    ６８．４ 

    ２６．４ 

      １．９ 

      ３．３ 

 

  １００．０ 

  ５４．１ 

    １２．４ 

      ０．９ 

      ７．７ 

    １３．８ 

      ６．０ 

      ４．４ 

      ０．７ 

  １００．０ 

    ４７．７ 

    ４６．１ 

      ２．１ 

      ４．０ 

 

 １００．０ 

  ５１．０ 

    １４．０ 

      ０．９ 

      ５．７ 

    １７．７ 

      ５．５ 

      ３．０ 

      ２．２ 

１００．０ 

   ５８．８ 

   ３６．８ 

     １．７ 

     ２．７ 

 

１００．０ 

  ５２．４ 

 １１．３ 

     ０．８ 

     ５．８ 

   １９．２ 

     ６．５ 

     ３．６ 

     ０．３ 

１００．０ 

   ６９．２ 

   ２５．０ 

     ２．１ 

     ３．７ 

 

１００．０ 

  ５４．１ 

    １１．２ 

     ０．８ 

     ７．８ 

   １４．７ 

     ６．３ 

     ４．５ 

     ０．６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 200～499 500～ ～199 (再掲) 200～(再掲) 

医業収入合計 

  入院 

  外来 

  室料差額 

  その他 

 

医業支出合計 

 給与費 

 医薬品費 

  給食材料費 

  診療材料費 

  経費 

  委託費 

  減価償却費 

  その他 

  １００．０ 

    ６９．８ 

    ２５．２ 

      １．９ 

      ３．２ 

 

  １００．０ 

  ５３．５ 

    １３．４ 

      ０．８ 

      ８．４ 

    １２．５ 

      ５．８ 

      ４．７ 

      ０．９ 

  １００．０ 

    ７４．０ 

    ２１．４ 

      １．６ 

      ３．０ 

 

 １００．０ 

  ５８．０ 

    １３．０ 

      １．１ 

      ７．４ 

    １０．４ 

      ５．８ 

      ３．９ 

      ０．４ 

１００．０ 

   ６５．８ 

   ２８．７ 

     ２．０ 

     ３．５ 

 

１００．０ 

  ５３．６ 

 １１．３ 

     ０．８ 

     ７．２ 

   １６．０ 

     ６．３ 

     ４．２ 

     ０．６ 

１００．０ 

   ７０．７ 

   ２４．３ 

     １．８ 

     ３．１ 

 

１００．０ 

  ５４．５ 

    １３．３ 

     ０．９ 

     ８．２ 

   １２．０ 

     ５．８ 

     ４．６ 

     ０．８ 
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３．平成１６年調査と平成１７年調査との比較 

 

  表１９ 平成１６年調査と平成１７年調査の比較 

 平成１６年 平成１７年  

 調査客体数 

  有効回答数 

  有効回答率 （％） 

  １病院当たり許可病床数 

  １病院当たり１日入院患者数 

  病床利用率 （％） 

  １病院当たり月間外来患者数 

  医業収支率 

  医業収支率１００％未満の病院の％ 

  医業支出中の給与費の％ 

  医業支出中の医薬品費の％ 

   院外処方箋あり 

   院外処方箋なし 

  従業員１人当たり医業収入（千円） 

  従業員１人当たりの給与費（千円） 

  従業員１人当たりの付加価値（千円） 

  入院１人１日当たり金額   （円） 

       １９９床以下       （円） 

      ２００床以上      （円） 

  外来１人１日当たり金額   （円） 

       １９９床以下       （円） 

      ２００床以上      （円） 

 （再掲）院外処方箋あり  （円） 

    １９９床以下       （円） 

      ２００床以上      （円） 

 （再掲）院外処方箋なし  （円） 

    １９９床以下       （円） 

      ２００床以上      （円） 

＊付加価値率 

＊労働分配率 

  

     ５００  

     ２５１ 

    ５０．２ 

     １７６ 

     １５２ 

    ８６．４  

   ５，７２３ 

   １０２．８ 

      ２２ 

    ５３．７ 

    １２．８ 

    １１．２ 

    １６．４ 

   ８８７．２ 

   ４６３．５ 

   ４８７．３ 

  ２７，４８３ 

  ２５，６９０ 

  ２９，１７３ 

   ８，８５９ 

   ８，５３８ 

   ９，２３５ 

   ８，１０７ 

   ７，６４２ 

   ８，６５５ 

  １１，０３８ 

  １１，１５９ 

  １０，８９８  

   ０．５４９ 

   ０．９５１ 

 

  

     ５００  

     ２６５ 

    ５３．０ 

     １８１ 

     １５８ 

    ８７．３  

   ５，６０６ 

   １０４．４ 

      ２３ 

    ５４．１ 

    １２．４ 

    １０．６ 

    １７．１ 

   ８９６．３ 

   ４６４．２ 

   ５０１．９ 

  ２７，３７２ 

  ２６，２８５ 

  ２８，０３４ 

   ９，１９８ 

   ８，６５７ 

   ９，８１６ 

   ８，４９８ 

   ７，５０１ 

   ９，５９４ 

  １１，１０８ 

  １１，６０５ 

  １０，４７４  

   ０．５６０ 

   ０．９２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊  付加価値率＝（医業収入－医業費用＋給与費）／医業収入 

    労働分配率＝給与費／付加価値（医業収入－医業費用＋給与費） 
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 表２０ 平成１６年と平成１７年の同一病院（１９８）の比較 

 平成１６年 平成１７年  

 病床数 

      一 般 

      療 養 

      精 神 

      結 核（含感染症） 

  １病院当たり許可病床数 

  １病院当たり１日入院患者数 

  病床利用率（％） 

  １病院当たり月間外来患者数 

    １９９床以下 

    ２００床以上 

  １病院当たり医業収入（百万円） 

  医業収支率（％） 

 医業収支率１００％未満の病院の％ 

  従業員数 

  医業支出中の給与費の％ 

医業支出中の医薬品費の％ 

   院外処方箋あり 

   院外処方箋なし 

  従業員１人当たり医業収入（千円） 

  従業員１人当たり給与費  （千円） 

  従業員１人当たり付加価値（千円） 

  入院１人１日当たり金額   （円） 

       １９９床以下       （円） 

      ２００床以上      （円） 

  外来１人１日当たり金額   （円） 

       １９９床以下       （円） 

      ２００床以上      （円） 

 （再掲）院外処方箋あり  （円） 

    １９９床以下       （円） 

      ２００床以上      （円） 

 （再掲）院外処方箋なし  （円） 

    １９９床以下       （円） 

      ２００床以上      （円） 

  付加価値率 

  労働分配率 

 

   ３５，４２５ 

   ２１，５０１ 

    ８，９５４ 

    ４，８５４ 

      １１６ 

      １７９ 

      １５５ 

     ８６．６ 

    ５，９６０ 

    ４，２９７ 

   １０，６２９ 

    １９２．３ 

    １０２．４ 

       ２５ 

   ４３，１２６ 

     ５３．９ 

     １３．０ 

     １１．５ 

     １７．３ 

    ８８２．８ 

    ４６５．０ 

    ４８５．４ 

   ２７，２７９ 

   ２６，１５２ 

   ２８，２５７ 

    ８，７１５ 

    ８，４４７ 

    ９，０１９ 

    ８，１００ 

    ７，５２５ 

    ８，７１４ 

   １０，６８３ 

   １１，０６６ 

   １０，１４９ 

    ０．５５０ 

    ０．９５８ 

          

   ３５，４２３ 

   ２１，７３６ 

    ８，７１７ 

    ４，８５４ 

      １１６ 

      １７９ 

      １５５ 

     ８６．６ 

    ５，８５１ 

    ４，２５６ 

   １０，３３０ 

    １９８．９ 

    １０４．１ 

       ２３ 

   ４３，１４４ 

     ５４．４ 

     １２．５ 

     １１．１ 

     １６．４ 

    ９１２．９ 

    ４７６．６ 

    ５１２．７ 

   ２７，９９７ 

   ２６，７６９ 

   ２９，０８３ 

    ９，３４６ 

    ８，８７０ 

    ９，８９７ 

    ８，６６９ 

    ７，４７０ 

    ９，８８７ 

   １１，２２７ 

   １１，９９８ 

    ９，９３４ 

    ０．５６２ 

    ０．９３０ 
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表２０は平成１６年、１７年の両年で回答してくれた同一病院（１９８）の比較である。 

一般病床数が増加し、療養病床は減少している。精神、結核は全く変わらない。結果と

して総病床はほとんど変化はない。また、入院患者数も変わらない。外来患者数はやや減

少している。 

医業収入が若干増加し、医業収支率は１．７％増加している。従業員数はほとんど変わ

らない。 

入院１人１日当たりの金額及び外来１人１日当たりの金額は若干増えている。 

従業員１人あたり給与はやや増加しているが、従業員１人当たり医業収入も増加してお

り、付加価値率は高くなり、労働分配率は低くなっている。 

    

   表２１ １病院当たり金額の％、収支科目別（１９８病院）          

 

 
平成１６年 平成１７年 

 

医業収入合計 

  入院 

  外来 

  室料差額 

  その他 

 

医業支出合計 

 給与費 

 医薬品費 

  給食材料費 

  診療材料費 

  経費 

  委託費 

  減価償却費 

  その他 

    １００．０ 

      ６８．１ 

      ２７．０ 

        １．８ 

        ３．１ 

 

   １００．０ 

    ５３．９ 

      １３．０ 

        ０．９ 

        ７．２ 

      １４．４ 

        ５．８ 

        ４．３ 

        ０．５ 

    １００．０ 

      ６７．６ 

      ２７．５ 

        １．８ 

        ３．１ 

 

   １００．０ 

    ５４．４ 

      １２．５ 

        ０．８ 

        ７．９ 

      １３．７ 

        ５．９ 

        ４．２ 

        ０．６ 
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４．調査結果の年次推移 

 

  表２２  調査結果の年次推移（平成５年～平成１７年） 

 平成５年 平成７年 平成８年 平成10年 平成11年 平成12年 

調査客対数         

有効回答数         

有効回答率（％） 

1病院当たり許可病床数 

1病院当たり1日入院患者数 

病床利用率（％） 

１病院当たり月間外来患者数 

医業収支率（％） 

医業収支率100％未満の病院の％ 

   総数 

   東京  

   指定都市 

   その他 

医業支出中の給与費の％ 

給与費が５０％を超える病院の％ 

従業員1人当たり医業収入（千円） 

従業員1人当たり給与費（千円） 

従業員1人当たり付加価値（千円） 

付加価値率 

労働配分率 

  392 

   143 

    36.5 

   160 

   137 

    85.6 

   4,545 

   101.4 

 

   36 

   77 

   58 

   28 

    48.8 

   46 

   813.5 

   391.4 

   403.3 

   0.495 

   0.970 

   363 

   154 

  42.4 

   153 

   129 

   84.8 

   5,375 

   105.4 

 

   23 

   50 

   35 

   17 

  49.9 

   53 

  783.5 

  370.9 

  410.7 

  0.524 

  0.903 

   527 

   157 

  29.8 

   172 

   154 

  89.5 

  5,636 

  105.9 

 

   16 

   31 

   20 

   13 

  50.2 

   59 

  871.9 

  413.2 

  461.6 

  0.529 

  0.895 

  539 

  168 

  31.2 

   162 

   138 

  85.3 

  5,452 

  104.9 

 

   24 

   36 

   27 

   22 

   52.5 

   69 

  846.7 

  423.9 

  463.2 

  0.547 

  0.915 

 500 

  259 

   51.8 

  172 

  147 

   85.6 

  5,851 

  104.6 

 

   24 

   29 

   20 

   24 

   52.2 

   68 

  875.0 

  437.1 

  475.5 

  0.543 

  0.919 

   500 

   262 

  52.4 

   182 

   159 

  87.3 

   7,065 

   104.9 

 

   23 

   29 

   14 

   24 

  51.8 

   66 

  927.9 

  458.5 

  502.0 

  0.541 

  0.913 
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表２２つづき 

 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 

調査客対数         

有効回答数         

有効回答率（％） 

1病院当たり許可病床数 

1病院当たり1日入院患者数 

病床利用率（％） 

１病院当たり月間外来患者数 

医業収支率（％） 

医業収支率100％未満の病院の％ 

   総数 

   東京  

   指定都市 

   その他 

医業支出中の給与費の％ 

給与費が５０％を超える病院の％ 

従業員1人当たり医業収入（千円） 

従業員1人当たり給与費（千円） 

従業員1人当たり付加価値（千円） 

付加価値率 

労働配分率 

   500 

   275 

  55.0 

   179 

   156 

  86.9 

  6,513 

  106.6 

 

   20 

   36 

   23 

   18 

  53.0 

   69 

  932.8 

  464.0 

  521.5 

  0.559 

  0.890 

   500 

   238 

  47.6 

   180 

   155 

  86.1 

  6,755 

  104.0 

 

   30 

   28 

   32 

   30 

  53.0 

   72 

  920.4 

  469.1 

  504.4 

  0.548 

  0.930 

   500 

   275 

   55.0 

   176 

   153 

    86.9 

  6,287 

  106.1 

    

   19 

   41 

   26 

   16 

    52.8 

   75 

  919.0 

  457.9 

  510.4 

  0.555 

  0.897 

   500 

   251 

   50.2 

   176 

   152 

    86.4 

  5,723 

  102.8 

    

   24 

   40 

   22 

   22 

    53.5 

   78 

  887.2 

  463.5 

  487.3 

  0.549 

  0.951 

   500 

   265 

   53.0 

   181 

   158 

    87.3 

  5,606 

  104.4 

    

   23 

   47 

   10 

   23 

    54.1 

   77 

  896.3 

  464.2 

  501.9 

  0.560 

  0.925 
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５．平成１７年調査結果からみた病院の経営状況 

 

  付表１ 総収支状況別、病院数の％、病床数別 

  病床数 
赤字病院 

の％ 

黒字病院 

の％ 

付加価値率 

（％） 

労働分配率 

（％） 

 

総 数 

～  ４９ 

５０～  ９９ 

１００～１９９ 

２００～４９９ 

５００～ 

（再掲）～１９９ 

（再掲）２００～ 

  ２４．２ 

  ４０．０ 

  ２８．８ 

  １８．４ 

  ２５．８ 

  １２．５ 

  ２４．１ 

  ２４．３ 

  ７５．８ 

  ６０．０ 

  ７１．２ 

  ８１．６ 

  ７４．２ 

８７．５ 

  ７５．９ 

  ７５．７ 

  ５６．０ 

  ５４．３ 

  ５４．７ 

 ５６．５ 

  ５５．４ 

  ５８．５ 

  ５５．９ 

  ５６．０ 

  ９２．５ 

  ８７．７ 

  ９１．２ 

  ９０．８ 

  ９２．９ 

 ９７．７ 

  ９０．８ 

  ９４．０ 

 

 

 

 

 

 

  付表２ 総収支状況別、病院数の％、地域別 

 
赤字病院 

の％ 

黒字病院 

の％ 

付加価値率 

（％） 

労働分配率 

（％） 

 

  総数 

  東京 

  指定都市 

  その他 

 ２４．２ 

 ４３．３ 

 １１．９ 

 ２３．８ 

 ７５．８ 

 ５６．７ 

 ８８．１ 

 ７６．２ 

 ５６．０ 

 ５７．２ 

 ５２．８ 

 ５６．６． 

 ９２．５ 

９８．３ 

 ９１．７ 

 ９１．７ 

 

 

 

 

 付表３ 総収支状況別、病院数の％、病院種別 

 
赤字病院 

の％ 

黒字病院 

の％ 

付加価値率 

（％） 

労働分配率 

（％） 

 

総 数 

一般病床のみ 

療養病床のみ 

精神病床のみ 

一般・療養 

一般・精神 

 ２４．２ 

 ３４．５ 

 １２．５ 

  ９．１ 

 ２１．７ 

 ２５．０ 

７５．８ 

 ６５．５ 

 ８７．５ 

 ９０．９ 

 ７８．３ 

７５．０ 

５６．０ 

５２．１ 

６３．４ 

 ６０．１ 

５７．７ 

 ５５．３ 

 ９２．５ 

 ９４．９ 

８６．９ 

８９．２ 

８９．８ 

９８．７ 

 

 

 

 

 

                                     

  付表４ 総収支状況別、病院数の％、経営主体別 

 
赤字病院 

の％ 

黒字病院 

の％ 

付加価値率 

（％） 

労働分配率 

（％） 

 

  総数 

 個人 

  医療法人 

  その他 

２４．２ 

４１．７ 

２１．８ 

３５．７ 

７５．８ 

５８．３ 

７８．２ 

６４．３ 

５６．０ 

５３．７ 

５６．４ 

５４．９ 

９２．５ 

８９．４ 

９１．７ 

９６．０ 
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６．平成１７年調査の結果の総括 

 

（１） ５００病院の経営調査を行い、回答率は５３．０％であった。 

（２） 平成１７年度の収支は平成１６年に比較して若干改善している。 

しかし、赤字病院率は２３％と昨年同様であった。 

東京の赤字病院率は４７％（平成１６年は４０％）と極めて高かった。 

（３） 平成１６年、１７年同一病院（１９８）の比較では、 

 入院患者数は変化なし 

 外来患者数の減少傾向 

 医業収支率の改善傾向 

 入院・外来ともに１人１日当たり金額の若干増加 

を認めた。平成１７年は診療報酬改定が無かったので、各病院が経営改善を進めた

結果が現れたものと考えられる。 

（４） 経年変化からは、若干の改善を認めるものの、それは平成１６年が極めて悪かった

ためである。 

（５） 今回の結果からは、一般病床の存続が困難になることが示唆された。 

特に東京の病院は存続危機にあると考えられた。 
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病 院 経 営 調 査 調 査 票 
 
 
 
 

平成１７年５月状況調査 
 
 

 
この調査は統計作成に用い、個々の病院データは公表いたしません。 

         ７月２９日（金）までにご回答下さい。 
 
 
 
 

 
 お問い合わせは 
   全日本病院協会 事務局 
   電話 （０３）－３２３４－５１６５ 
 

 
 
 

（社） 全 日 本 病 院 協 会            



 参 考 

調 査 要 綱       
 
 
１．調査の目的 
   病院の医業経営の実態を明らかにすることを目的とします。 
 
２．調査の対象 
   全日本病院協会会員の病院を対象とします。 
 
３．調査の客体 
   調査の客体は、全日本病院協会役員、代議員及び各県より無作為抽出 
  した会員病院を客体とします。調査客体数 ５００病院。 
 
４．調査の時期 
   平成１７年５月１日から平成１７年５月３１日までの期間について実施 
  します。 
 
５．調査票の提出 
   平成１７年７月２９日（金）までに同封の返信用封筒で全日病事務局 
  （〒101－8378 東京都千代田区三崎町 3－７－12 清話会ビル 6Ｆ）あてに 

  返送して下さい。 

 
６．調査票に記入された事実については秘密を厳守いたします。 
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１．基 本 デ ー タ 

 

都道府県名  

病 院 名  

電 話 番 号  

記 入 者 名  

 
 
【１】地 域 
 
    １．東  京   ２．東京以外の政令指定都市   ３．そ の 他 
 
 
【２】開設者の種類 
 
    １．個  人   ２．医療法人   ３．その他の法人 
                        （具体的に：          ） 
 
 
【３】職員の状況 
 
                            ＊５月末現在 

職   種 常   勤 非 常 勤 

医     師 
       人 人 

薬  剤  師 
       人 人 

看 護 師（含准看） 
人 人 

看 護 補 助 者 
人 人 

そ の 他 職 員 
人 人 

 
      ◆ 非常勤については、常勤換算した上で記入して下さい。 
 （非常勤職員の常勤換算方法 ＝ 非常勤職員の１カ月間の実労働時間／常勤職員の所定労働時間） 
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【４】病床の状況及び患者数 
 

許可病床数 床 

一般病床の５月中の入院患者延べ数 人 

一般病床の５月中の退院患者数 人 
一 般 病 床 

一般病床の５月中の新入院患者数 人 

医療保険 許可病床数 床 
療 養 病 床 

介護保険 許可病床数 床 

医療保険 許可病床数 床 
精 神 病 床 

介護保険 許可病床数 床 

結 核 病 床 許可病床数 床 

感 染 症 病 床 許可病床数 床 

許 可 病 床 数 の 合 計 床 

許可病床全体の５月中の入院患者延べ数 人 

許可病床全体の５月中の退院患者数 人 

許可病床全体の５月中の新入院患者数 人 

 
  ＊ 許可病床数については５月末現在のものを記入してください。 
 

５月中の外来患者延べ数（5/1～5/31の外来患者数の合計） 人 
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【５】常態として院外処方箋を出していますか。 
 
    １．は  い         ２．い い え 
 
 
 
【６】給食を外部に委託していますか。 
 
    １．全て委託      ２．一部委託      ３．していない 
 
 
 
【７】５月中に平常月と変わったこと（改築、一部閉鎖等）があったらその事実を 
   記載して下さい。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 数字を記入する欄が０の場合は「０」、不明の場合は「不明」と必ず記入 
 して下さい 
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２． 収  支 （平成17年5月分） 

 

科    目 金   額 

 

(1) 入院収入（患者負担分を含む） 

   百万   千円 

(2) 外来収入（患者負担分を含む）        

(3) 室料差額収入 
       

(4) その他の医業収入        

Ⅰ 

医 

業 

収 

入 

合     計        

(1) 給与費        

(2) 医薬品費        

(3) 給食用材料費        

(4) 診療材料費・医療消耗器具備品費        

(5) 経 費        

(6) 委託費        

(7) 減価償却費（平成16年度実績の1/12）        

(8) その他の医療費用（研究費、学会出席旅費等）        

 
 
 
 

Ⅱ 

医 

業 

費 

用 
合    計        

(1) 受取利息・配当金（平成16年度実績の1/12）        

(2) その他の医業外収入        

Ⅲ
医
業
外
収
入 合    計        

(1) 支払利息（平成16年度実績の1/12） 
       

(2) その他の医業外費用 
       

Ⅳ
医
業
外
費
用 合    計 

       

Ⅴ 借入金収入額（長期・短期を含めた平成 16 年度実績の 1/12） 
       

Ⅵ 借入金返済額（長期・短期を含めた平成 16 年度実績の 1/12） 
       

 

＊ 記入要領は次頁 

＊ Ⅰ医業収入、Ⅱ医業費用には介護保険分も含んだ額を記入してください。   
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〔収 支 記 入 要 領〕 

 

Ⅰ．医業収入 

   ５月中に提供した医療・介護の対価を記入して下さい。支払基金、国保連に請求する額及び現金（一部

負担及び全額自費）、労災、自賠責等の徴収すべき額です。 

  (４)「その他の医業収入」… 健診、予防接種、人間ドック、相談、文書料、薬剤治験収入（年間収入額の 

     １ヶ月相当分）、休日・夜間・救急などの協力金（年間収入額の１ヶ月相当分）、等 

Ⅱ．医業費用 

   ５月中に支払った額を記入して下さい。 

  (１)「給与費」… 賞与の平成16年度年間支給額の１／１２と法定福利費（事業主分担１ヵ月分）を加えて 

           下さい。 

  (４)「診療材料費・医療消耗器具備品費」… 医療消耗器具備品等の体温計、血圧計等は５月中に支払っ 

                       た額をいいます。 

  (５)「経費」… ５月中に支払った全額を記入して下さい。該当する費目は下記を参照して下さい。 

  (６)「委託費」… 検査、給食、洗濯、寝具、請求事務、経理等の５月中に支払った額（年契約の場合は 

           １／１２）を記入して下さい。 

Ⅲ．医業外収入 

  (２)「その他の医業外収入」… 有価証券売却益（年間の１／１２）、職員、患者家族等の給食収入等を 

                 いいます。 

Ⅳ．医業外費用 

  (２)「その他の医業外費用」… 有価証券売却損（年間の１／１２）、職員、患者家族等の給食材料費等 

                 をいいます。 

Ⅴ．借入金収入額 … 金融機関等からの短期、長期を合わせて新たに借入れた額の平成16年度（又は平成16 

          年）実績の１／１２を記入して下さい。 

          なお、２つ以上の施設を合算されて借入等が行われている場合には、病床数、従事者数 

          の割合など、調査対象となった病院分の実態を最も適切に反映していると思われる係数 

          を使って推計して記入してください。（借入金返済額についても同様にお願いします） 

Ⅵ．借入金返済額 … 金融機関等からの短期、長期を合わせた借入金返済額の平成16年度（又は平成16年） 

          実績の１／１２を記入して下さい。 

 

◆ ２．収支 Ⅱ 医業費用の「(5) 経費」に含まれる費目は以下のとおりです。 

  これら費目で、平成 17 年５月中に支払った額の合計額を記入して下さい。なお、光熱水費、修繕費、 

損害保険料、租税公課などの費目（※印）で1ヵ月間の実績では著しく不合理となる場合には、平成16 

年度（又は平成16年）実績の１／１２の額として下さい 

 福 利 厚 生 費          福利施設負担額、厚生費など従業員及びその家族の福利厚生のために要する法定外福利費 

            (ｱ) 看護宿舎,食堂,売店など福利施設を利用する場合における事業主負担額 

            (ｲ) 診療,健康診断などを行った場合の減免額、その他衛生,保健,慰安,修養,教育訓練 

              などに要する費用、団体生命保険料及び慶弔に際し一定の基準により支給される 

              金品などの現物給与 

 旅 費 交 通 費          業務のための出張旅費。ただし研究、研修のための旅費を除く。 

 職 員 被 服 費       ※  従業員に支給又は貸与する白衣、予防衣、診察衣、作業衣などの費用。 

 通  信  費   電信料、電話料、郵便料金などの通信のための費用 

消 耗 品 費   カルテ,検査伝票,会計伝票など医療用,事務用の用紙、帳簿、電球、洗剤など１年 

          以内に消費するものの費消額。ただし、材料費に属するものは除く。 

消耗器具備品費   医療用、事務用のスケール、計算機など減価償却を必要としないもので１年を超え 

          使用できるものの費消額。ただし、医療消耗器具備品費に属するものを除く。 

（次頁へ続く） 
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 車  両  費   乗用車、救急車、巡回用自動車、船舶などの燃料、車両検査などの費用。 

 光 熱 水 費※  電気料、ガス料、水道料、石炭、重油、プロパンガスなどの費用。 

 修  繕  費※  有形固定資産に損傷、摩滅、汚損などが生じたとき現状回復に要した通常の修繕の 

           ための費用（固定資産の耐用年数の延長又は当該資産の能率,能力などの高める 

           改良に要する費用は含まれません。） 

 賃  借  料※  土地、建物などの賃借料及び設備、器械の使用料などの費用（リース料、レンタル料） 

 損 害 保 険 料       ※  火災保険料、病院賠償責任保険料、自動車損害賠償責任保険料などの費用。 

 交  際  費   接待費及び慶弔などの交際に要する費用。 

 諸  会  費※  各種団体に対する会費、分担金などの費用。 

租 税 公 課※  固定資産税,事業税,自動車税,印紙税,登録免許税などの租税で、原則として税法上 

          損金に算入されるもの及び町会費など公共的課金としての費用。 

 徴収不能損失       ※  徴収不能損失引当金への繰入額 

雑     費   寄付金など前記の科目に属さない費用 

 




